
 

 
 
 

 １ 環境基準の達成状況 

 ・健康への影響が懸念されているPM2.5 

  環境基準達成率は３年連続全国ワースト１ 

 ・秋には児島湾干拓地周辺で高濃度の日が多い 

  ⇒ 稲わらの野焼きの影響がある 
 

 ２ 生活環境への影響 

 ・宅地開発の活発化に伴い、農地と住宅地が隣接する傾向 

  ⇒ 「野焼きの煙が臭い」などの住民苦情に 
 
 

 

                     

                     

 

 
 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

＜効果検証(R2)＞ 

②重点啓発＋③補助   →   野焼き減 効果大 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

現状・課題 

事業の意図 

 

 

メリットを伝えて野焼きを減少 

 

の  

晴れの国ブルースカイ事業 

 

○ＰＭ２.５の低減 
 

○ 住みやすい岡山 
 

11 月の時間別 PM2.5 濃度(H29-R1 平均) 

（微小粒子状物質） 

モデル事業 

目  標 
PM2.5 環境基準達成率  85% 
 

事業内容 

(1) 稲わら有効活用把握事業 
（衛星写真による稲わらの野焼き状況の調査） 

(2) 県・市・ＪＡ等関係団体連携推進会議 
（課題解決に向けた協議、情報交換） 

(4) 大気環境改善普及啓発事業【拡充】 
（チラシ等、広報媒体、農業団体での講習会による啓発） 

★動画の作成等のすき込みの促進に資する情報の充実 

農業関係の行政・民間団体と協力して事業を実施 

(3) 稲わら有効利用促進事業【拡充】 
（すき込み時に必要な稲わら分解促進剤（石灰窒素等）の購入補助） 

★対象地域の拡大 

稲わらを 
有効活用 
しよう！ 

 ○・・・・ 
○・・・・ 

稲わらを 
有効利用 
しよう！ 

○・・・・ 
○・・・・ 

11 月の時間別 PM2.5 濃度(H29-R1 平均と R2 の比較) 

 PM2.5 が 
低減!! 

児島湾干拓地周辺の 

PM2.5 環境基準達成に向け 

啓発及び補助を拡充!!

（関係者の自発的な取組を促し PM２.５の排出を抑制） 


